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資料２ 土壌汚染調査の状況 

 

１ 調査の内容 

（１）調査期間 平成 22 年 5 月 20 日～12 月 24 日 

（２）調査対象地 

所在地（地番） 面 積 所有者 

函館市若松町 43-5 6,352.04 ㎡ 函館市土地開発公社（市が取得予定） 

函館市若松町 43-6 431.53 ㎡ 函館市 

計 6,783.57 ㎡  

 

（３）調査内容 

 ア 土地履歴等調査 

 (ｱ) 調査方法 

 ・登記簿謄本や空中写真，住宅地図などをもとに，土地利用変遷調査を行った。 

 ・既往調査結果により，概略の確認を行った。 

 ・現地踏査，ヒアリングを行った。 

 (ｲ) 調査結果 

 ・影響を与える要因については，一部可能性有り。 

 ・「汚染のおそれが少ない土地」として分類される。 

 

 イ 土壌汚染概況調査 

 (ｱ) 調査方法 

 ・「土壌汚染対策法」の定める調査方法に準じて，調査区域を，30m×30m の 12 区画

に分けて，表層試料，土壌ガスを採取し，分析を行った。 

 ・表層試料採取は，アスファルト，採石等を取り除いて出てきた土壌表面（深さ約 50

㎝）を基準として，そこから 50 ㎝の土壌を 53 地点（1 区画 5 地点を基準），採取し

た。 

 ・公定法分析は，1 区画毎に均等混合した 12 試料を作成し，土壌溶出量試験 15 物質，

土壌含有量試験 9 物質について検査した。 
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 ・土壌ガス採取は，地表から概ね 1m の土壌ガスを 12 地点（1 区画 1 地点），採取し

た。 

 ・11 物質について土壌ガス現地分析を行った。 

 (ｲ) 調査結果 

 ・調査区域の１区画において，「鉛及びその化合物」の土壌含有量が 410mg/㎏（基準

値：150mg/㎏）検出された。 

 ・別の１区画において，「砒素及びその化合物」の土壌溶出量が 0.011mg/L（基準

値：0.010mg/L）検出された。 

 

 ウ 土壌汚染位置確定調査 

 (ｱ) 調査方法 

 ・前回の調査において，鉛及び砒素が確認された 2 区画について，10m×10m の単位区

画に細分し採取した表層試料について，個別分析を実施した。 

 ・砒素が検出された区画については，地下水を採取し，測定を実施した。 

 (ｲ) 調査結果 

 ・「鉛及びその化合物」の土壌含有量の詳細調査について，全ての単位区画において

基準値（150mg/㎏）以下の結果となり，当該区画の最終的な調査結果として，汚染は

ないものと判断された。 

 ・「砒素及びその化合物」の詳細結果については，6 単位区画（1 単位区画 10m×

10m） の う ち 3 単 位 区 画 に お い て 基 準 値 （ 0.010mg/L ） を 上 回 る 値 （ 0.014～

0.015mg/L）が検出された。 

 ・地下水については，「砒素及びその化合物」の含有量が 0.006mg/L と基準値

（0.010mg/L）以下の結果を示し,地下水の汚染は無い結果となった。 

 

 エ 土壌汚染深度調査 

 (ｱ) 調査方法 

 ・土壌汚染位置確定調査で汚染が確認された 3 単位区画（10m×10m）において，アス

ファルト等を取り除き，その土壌表面を基準として，深さ 1 メートルから 10 メート

ルまでの土壌を採取した。 
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 ・土壌表面から 1ｍごとに検体を作成し，「砒素及びその化合物」の土壌溶出量試験

を行った。 

 (ｲ) 調査結果 

 ・K-②は，GL 0.0～-1.0ｍ及び GL-5.0～-10.0ｍ以深が汚染範囲。(測定値 0.014～

0.068mg/L） 

 ・K-⑥は，GL 0.0～-0.75ｍ及び GL-3.0～-10.0ｍ以深が汚染範囲。（測定値 0.015～

0.059mg/L） 

 ・K-⑨は，GL 0.0～-1.0ｍ及び GL-2.0～-10.0ｍ以深が汚染範囲。（測定値 0.012～

0.100mg/L） 

 ・表層を含む上部の土壌は，地歴調査などから，明らかに土地の改変が認められため，

人為的な汚染の可能性が高い。 

 ・下部については，局所性を持たない濃度分布状況や，貝殻を多く含む地質であるこ

とから現地の天然土層と判断され，「いわゆる自然的原因による基準不適合」の可能

性が高い。 
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２ 健康被害の恐れについて 

市有地全面がアスファルト舗装で被覆され汚染土壌が封じ込められているため，土ぼ

こり等により，人体に直接摂取される可能性はなく，また，地下水については基準値に

適合しており，周辺に飲用としての地下水の利用もないことから，健康被害の恐れはあ

りません。 

 

３ 形質変更時要届出区域の指定 

今回の調査結果から，基準値を超えた値が検出された３つの単位区画について土壌汚

染対策法に基づき，土地の形質変更時に，計画の事前届出が必要な「形質変更時要届出

区域」の指定を平成２３年４月５日に受けております。 

 

４ 北海道旅客鉄道株式会社所有地の土壌汚染調査について 

（１）調査期間 平成 24 年 5 月 21 日～6 月 29 日 

（２）調査対象地 

所在地（地番） 面 積 所有者 

函館市若松町 43-7 3,103.94 ㎡ 北海道旅客鉄道株式会社 
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（３）調査内容 

 ア 土地履歴等調査 

 隣接市有地で土壌汚染調査を実施し，汚染が確認されていることから，省略した。 

 調査対象物質は，市有地で汚染の基準超過が確認された砒素及びその化合物の土壌

溶出量について，分析を行った。 

 

 イ 土壌汚染概況調査 

 (ｱ) 調査方法 

・「土壌汚染対策法」に定める調査方法に準じて，調査区域を 30m×30m の 6 区画に分

けて，表層試料を採取し，分析を行った。 

・表層試料採取は，アスファルト，採石等を取り除いて出てきた土壌表面（深さ約 50

㎝）を基準として，そこから 50 ㎝の土壌を 24 地点（1 区画 5 地点を基準），採取し

た。 

・公定法分析は，1 区画毎に均等混合した 6 試料を作成し，砒素及びその化合物につ

いて，土壌溶出量試験 1 物質について検査した。 

 (ｲ) 調査結果 

 全ての区画において，「砒素及びその化合物」について土壌溶出量の基準超過は確

認されなかった。 
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資料３ 関係法令等（参考） 

 主な規制等を掲載しています。計画に当たっては，事業者で調査を行ってください。 

 

１ 都市計画法に基づく制限 

（１） 区域区分 都市計画区域 市街化区域 

（２） 都市計画道路  

 ・ 3・1・6 若松広路 計画幅員 40m 

 ・ 3・4・85 駅前広場北通 16m 

 ※都市計画道路は整備済み 

（３） 都市計画公園 無し 

（４） 市街地開発事業 無し 

 

２ 土地区画整理事業に基づく制限 

（１） 名称 函館駅前土地区画整理事業 

 ・ 平成 16 年度完了 

 

３ 建築基準法に基づく制限 

（１） 用途地域 商業地域 

（２） 建ぺい率 80％ 

（３） 容積率 400％ 

（４） 地域・地区 準防火地域 函館駅周辺地区地区計画 

（５） 建築協定 無し 

（６） 地方公共団体の条例等による制限 

 ・ 函館市駐車場条例 

 ・ 屋外広告物法（函館市屋外広告物条例） 

 ・ 函館市中高層建築物条例ほか 

 

４ その他の法令等に基づく制限 

（１） 景観法（函館市都市景観条例） 

（２） 航空法 
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（３） 土壌汚染対策法 

（４） 高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 

（５） 電波伝搬障害制度 

 


